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Chapter 1: Introduction (序論)







( 1) an angel of a girl, a jewel of an island 
本研究では、同構文および関連構文の分析を通じて、 Jackendoff (1990) において定式化された意味
に関わる次の二つの問題について考察する。
(2 ) 意味の理論が扱うべき現象を明らかにし、意味的直感の形式化を行うこと(意味の問題)
( 3 ) 形式化された意味と統語構造との関係を明らかにすること(対応の問題)
これらの問題に対する取り組みは、その帰結として言語分析における統語論の役割を再検証すること
につながる。この意味において、本研究は統語研究としての側面を持つ。統語研究の指針としては





れる対応関係であるとする(5 )の並列モデル (parallel architecture) の枠組みを採用して論を進め




( 5 ) The Parallel Architecture 
Phonological Syntactic Conceptual 
Formation Formation Formation 
Rules Rules Rules 
Phonological Syntactic Conceptual 
Structures Structures 















( 1 )にあげた形容詞的名詞構文は、形式的には、( 6 )のような通常の主要部・補部からなる名詞句
と同じ( 7 )の語連鎖を形成するが、通常の名詞句と異なる特徴を持つ。
( 6 ) a review of the book, an article of the accident 
( 7 ) [D 1 N1 [ ofD2 N2]] 
具体的には、形容詞的名詞構文は、(8 )の形容詞を含む名詞句に平行的な解釈を持ち、統語的主要
部である N1 が意味的には修飾要素として機能しており、通常の名詞句で補部位置に生起する N2 が意
味的主要部として機能している点で、主要部・非主要部の衝突を示すことがあげられる。






同構文に対する先行研究としては、叙述理論に基づく分析 (Napoli (1989) , den Dikken (2006)) 、述
部移動、演算子移動などの移動に基づく分析 ((Bennis et al. (1998) , den Dikken (1998) , Kayne 
(1994) , Matushansky (2002)) 、複合的修飾要素の形成に基づく分析 (Ike-uchi (1986, 1997-1999, 
2003) , Alarts (1998)) などの統語分析があげられるが、これらの分析を概観し、いずれの分析にも理
論的問題または経験的問題があることを指摘する。
本論では、語葉認可に基づき、同構文を (9 )に示した句レベルの語葉項目として扱う分析を提案する。





CS: [ Object ]z;[ Property …([objectDEGREE] y)]] x 
この分析では、主要部・非主要部の衝突は、構文として規定される統語 (SS) と意味 (CS) の対応


















ような言語間の変異は、英語の方言差とともに、(10) に示すような構文における N1 の統語特性の違
いに還元される。
(10) Feature Specification on N1 








?? [+N, -V, uphrasal] 
[+N, -V, -phrasal] 
この変異のあり方は、言語聞の相違を同ーの概念構造の統語的具現形式の差異として説明するパラ
メータに関する提案 (Culicover (1999)) を経験的に支持する。
オランダ語との対照では、 D2 の特性について考察する。オランダ語においては、アメリカ英語と同
様に、 D2 が単数不定冠詞 een に限定されている。しかしながら、この構文では N2 に単数可算名詞以
外の名調句が生起可能であり( (lla)) 、通常の名詞句で義務的な D2 と N2 との聞の一致 ((llb)) が
見られないことから、 D2 は同構文ではその本来的機能を喪失し、構文の標識としてのみ機能している
ことが示される。
(11) a. ?dat schandaal van een directeurssalarissen 
‘that outrage of a managers' salaries 
b. *Ik heb een boeken gelezen 
‘1 have a books read' 
Chapter 3: The Pseudo-Partitive Construction (擬似部分構造)
第 3 章では、 (12) の擬似部分構造を取り上げ、語葉認可分析がこの事例に対しても有効であること
を論ずる。









(Akmajian and Lehrer (1976)) ，統語構造上の位置関係により数量詞の特性を捉える分析 (Jackendoff 








る。本論では、 (13) のように、統語レベル (SS) では単一の要素である fiock の意味素性が、意味のレ
-145-
ベル (CS) では、下付き数字 2 が表す対応関係で示されるように、有界性素性 +b、数量詞 Q、修飾要
素 Property の各意味特性(の一部)として分配されるとの分析により、これら複数の意味機能への
N1 の関与を説明する。また、 N1 が形容詞により修飾されることは、統語レベルにおいて N1 が名詞
であることにより説明され、意味選択に関与しないことは、意味レベルにおいて N1 が非主要部化され
ることにより説明される。
















事例に見られる形式(並置タイプ)で、この形式では、(14) のように N1 と N2 が前置詞の介在なし
に並置される。
(14) een fles (*van) wijn ‘a bottle (事of) wine' 
本研究では、後者の事例としてオランダ語を取り上げ、これら二つのタイプが、形式上の違いにもか
かわらず、総体としての句の解釈の他、 N1の統語特性などの基本的な特性を共有することを示した上

















Lobeck (1991, 1995) の削除分析によると、削除の認可条件のーっとして、認可要素は一部の数量詞を
含むある一定の類の機能範騰であることがあげられる。疑似部分構造の N1 が (16) のように削除を認
可することは、その機能範時的性質を裏付ける。
(16) On the walls were head shots of a bunch of actors 1 didn't know and a couple 1 sort of did. 
さらに本論では、擬似部分構文における N1 の特性変化を文法化の観点から考察する。 N1 は、名詞
と数量調の中間的な性質を示す点で、主要範鴎から非主要範鴎への変化の中間段階に位置づけることが
可能であり、この性質は、 Hopper and Traugott (2003) が提案する文法化のクライン(17) 、範時性の
クライン (18) に合致する変化を示している。
(17) content item > grammatical word > c1itic > inflectional a伍x
(18) major category (> intermediate category) > minor category 
前置詞タイプと並置タイプでは、補部選択における機能範時的特性に関して N1 の性質が異なること
から、中間的特性を有する要素の聞にも、(19) のようにさらに段階性を認めることが必要で、ある。










第 3 章の補遺では、並置タイプの先行研究を概観する。具体的には、 N1 を数量詞とみなす分析
(L?el (1989)) 、半語葉的範轄というあらたな統語範障の概念を導入する分析 (van Riemsdijk (1998) , 




Chapter 4: Denominalizing Constructions (脱名詞化構文)




して示された Baker (2003) の提案を概観する。生成文法理論研究では1970年代の句構造研究以来、統












N1 の名詞性の喪失を、 (20) のように構文特性として規定される指示指標の剥奪に基づいて分析する
ことを提案する。





(20) では、アラビア数字は記述内容を、ローマ数字は指示指標を表す。 N1 の angel は剥奪により
指示指標を欠いており、句全体に相当する Object は N2 の girl が持つ指示指標 i を継承する。
ここで、 D は、 N を選択することによりその指示指標を継承するとの仮定 (Baker (2003)) に従うと、
主要部と非主要部の衝突は、この選択関係の破綻と修復の結果として説明される。通常の名詞句では、
統語的に D1 は、 N1 を選択し、 N1 の指示指標を D1 が主要部となる句全体に継承することにより、
句全体の指示的表現としての性質が保証される。これに対して、脱名詞化の事例においては、 N1 が指
示指標を失うため、統語上の選択関係に基づいて、 D1 が N1 の指示指標を継承することができない。











おける脱名詞化は、名詞由来形容詞を派生する -ful のような XOより下位の形態素レベルの語葉項目や、




(21) N > A > Q 
Chapter 5: Concluding Remarks (結語)

















(2) PS/SS: [NP. . . N1 [PP/NP(Of) • • • N2 . . ] 
CS: Object 3/i 
/グへ\\\











れの変異形は、 N1 に関して、名詞が形容詞化を経て、数量調化するに至る文法化のクライン (23) を
構成する可能性を示すことがあげられる。








(24) fiowers of a sizable number 
(25) Her eyes are a shade too small and a fraction too near together. 
並列モデルにおいては、構文の概念を認めることで、このように言語変化の中間的特性を記述するこ
とが可能となり、変化を許容する柔軟なシステムとしての言語の側面が捉えられる。
















の役割について Culicover and J ackendoff (2005) の( 1 )が指針として採用される。





第 2 章では、形容詞的名詞構文が分析される。 an angel of a gir 1 のような表現は、形式上は angel が
主要部であるが、意味上は girl が主要部であり、 an angelic girl に対応する解釈をもち、名詞である
angel が脱名詞化され、形容詞化されている。この現象に対する既存の統語的分析の問題点を指摘し、
[Detl Nl [of Det2 N2J J の部分が句レベルの項目すなわち構文であり、名詞句の統語構造をもちなが
ら、 Nl が N2 に対する修飾語句となる概念構造をもっ分析が最も妥当性が高いことが示され、英語の
方言問や言語聞の変異にも妥当な説明が与えられることが示されている。
第 3 章では、擬似部分構造が分析される。 a bunch of men のような表現は、形式上の主要部は
bunch であるが、意味上は men が主要部となる。ここでは、名詞である bunch が脱名詞化を受け数量
表現化されている。既存の統語的分析がいずれも妥当性を欠くことが示され、 [(Det) N [of NPJ J の





第 5 章では、第 1 章で示した枠組みに基づく本論文の研究が、今後の言語研究にもたらす理論的帰結
が論じられており、統語論と意味論の役割分担のあるべき姿が示唆されている。
以上のように、本論文は英語の二つの構文の詳細な研究により実証的英語研究に貢献すると共に、統
語論と意味論の位置づけに関する考察によって言語理論研究に大きく貢献している。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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